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〔 題名〕

Ami no Aci ds may have Protecti ve Ef f ects on Sal i vary Gl ands of  5-FU-

admi ni stered Mi ce 

（ 5-FU投与マウスの唾液腺に対するアミ ノ 酸の保護効果）

〔 要旨〕

抗がん剤の副作用である口腔粘膜炎の改善にはエレンタール®は有効であることが報

告されている。5-フルオロウラシル (5-FU) の副作用には口腔粘膜炎がある。そこでエ

レンタール®の中で口腔粘膜炎の改善に最も有用な成分の特定を試みた。マウス（ 対照

群を除く ） に 5-FU を 4 日間腹腔内注射し、 生理食塩水（ 対照群、 5-FU 群） 、 デキス

ト リン（ デキスト リン群） 、アミ ノ酸（ 17AA 群） 、エレンタール®（ エレンタール®群）

のいずれかを 7 日間投与した。唾液腺の体積と重量は、5-FU 群に比べて 17AA 群とエ

レンタール®群で高かった。 5-FU 群に比べて全ての群で粘液腺の数は多く 、 損傷した

顆粒管状上皮細胞の数は少なかった。 唾液分泌量も 5-FU 群では他の群に比べて減少

した。本研究の結果から、エレンタール®の成分の中でアミ ノ酸が最も効果的にマウス

の唾液腺を 5-FU による萎縮変化から保護することができ、 がん患者の口腔粘膜炎の

治療に役立つ可能性が示唆された。




